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要 旨 140の病院と機構本部で構成される国立病院機構（NHO）は，日本の独立行政法人と
して医療の提供，医療に関する調査および研究，医療に関する技術者の研修を業務と

して行っている．医学の進歩と国民の健康増進に研究活動の推進は重要であり，そのためNHO
においても，“質の高い臨床研究”の実施を推進することが理念の 1 つとなっている．一方，
NHOにおいて行われている研究活動の成果は，国民はもとよりNHO内職員にも十分認知されて
いない．
　文部科学省の直轄する国立試験研究機関科学技術・学術政策研究所（NISTEP）は，科学技術
活動を把握するために作成した「科学技術指標」の中で，英文論文数に基づく国力評価も行って
いる．そこでわれわれは，NHOにおける研究活動への貢献を評価するため，著者がNHOに所属
する英文論文数を分析した．まず，NHOが独立行政法人評価時に提出している英文論文数の算
出法と上記NISTEPによる算出法を比較し，論文数の外挿条件を定めた．これにより2011年度か
ら2020年度までの英文論文数をNISTEPによる算出法でNHOに著者が所属する英文論文数を推
計し，日本全国の臨床医学・基礎生命科学論文数に占める割合および年次推移を比較した．
　NHOに著者が所属する英文論文数は日本の臨床医学・基礎生命科学論文数の4–5%を占めてお
り，日本全体の約 1 /20にNHOが貢献していることがわかった．本研究によりNHOは，日本の
臨床医学・基礎生命科学において重要な役割を担っていることがわかった．研究基盤を有する日
本最大の公的医療機関として，研究活動のさらなる活性化が期待される．
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　国立病院機構（National Hospital Organization : 
NHO）は，医療の提供，臨床研究の推進，医療従

事者の育成という 3 つの業務を中心に，急性期から
慢性期までの診療を約 5 万床の病床と約 6 万人の職
員で行っている全国140の病院ネットワークである．
医学の進歩とそれに基づく国民の健康増進のため
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